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型管理ポータル 活動背景①
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サプライチェーン間の型管理の適正化を検討

個社では限界があり、
活動が広がっていかない

サプライチェーンが歩調
を合わせて取り組む必要
がある

型管理適正化の目安と
現状には乖離がある

受注側会員企業が多く、

発注側企業との交渉が
前提である

本会取り組みの実態 本会取り組みの課題



型管理ポータル 活動背景②

管理要員が少ない

型管理の業務がない

情報の確認に時間
がかかる

管理項目が異なる

本会会員企業

Tier1（発注者）

本会会員企業

Tier2（受注者）
現
状

現
状

管理要員が少ない

型管理の業務がない

実在する
サプライチェーン

複数のエクセルに入力されている

入力ルールが異なる
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ハード面：型管理ポータル

型管理ポータル 活動背景③
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サプライチェーン間の型管理の適正化

発注企業と受注企業、また企業内の
複数部署や複数担当者がいつでも、

誰でも、どこからでも唯一の型情報
を登録、更新、検索して管理
するクラウド型 型管理台帳の整備

会員企業が共通して利用する
仕組みとして、先行チームを組織して
推進

本会会員同士の実在するサプライ
チェーンで、各々の現状を踏まえた現
実解を整理し、型管理適正化モデル
として会員に展開

ソフト面：型管理モデル

交渉経験ある本会会員企業の経験
値を整理して他の会員企業に共有し、
自主的活動のTMSAアクションプラン
を一歩進めて支援



Excelや紙の代替

型管理ポータル 活動目的
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発注側と受注側で情報
を一元化

サプライチェーン
を跨いで型管理
の適正化を実現

廃棄、返却、保管費の
情報整理



【情報】型管理の適正化に必要な情報がわかっていない、もしくは存在しているか
わかっていない（管理表（システム）がないか、あっても埋まっていない）

【プロセス】場当たり（その場凌ぎ）的で、担当する人によって対応が変わる

管理でき
ていない

型管理ポータル 活動ゴール
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少し管理
できている

実
現
を
目
指
す
レ
ベ
ル

【情報】型管理の適正化に必要な情報は存在するが、都度調査している
【プロセス】型管理を適正化するプロセスがサプライチェーン間で定義されるが、

情報は一元管理されていないので、都度確認が必要になる

【情報】予め決められた条件に基づいて、型管理の適正化に
必要な情報が自動的に提供される

【プロセス】型管理を適正化するプロセスをサプライチェーン間で
システム化し、運用は合理的に自動化されている

【情報】型管理の適正化に必要な情報をすぐに検索できる
【プロセス】型管理を適正化するプロセスがサプライチェーン間で

定義されるが、判断は自動化されず人の意思が入る

凡そ管理
できている

完全に
管理でき
ている



型管理ポータル 概要
デジタル技術を活用して型の【廃棄】【返却】【保管費処理】のための業務を効率化する仕組み

型管理ポータル

型情報検索

型情報一括登録

型管理の適正化情報管理機能
発注者

受注者

型に紐づく部品情報

型取引情報

型情報（サイズ、画像を含む）

保管場所情報

保管費用情報

実績情報

メンテナンス情報

など

型情報検索機能 一括登録機能

発注者 ログイン

検索項目 企業名

部品番号、型番号

状態

日付など

出力方法 画面

csv

csvアップロード

受注者
型情報登録・更新・削除

ログイン

シンプル

段階的導入

ライフサイクル

情報の蓄積

多様な情報

主
な
特
徴
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型管理ポータル 管理情報

部品情報
1 部品番号*

2 部品名

3 図面番号

4 状態（準備、量産、補給、
生産終了）

5 材料（支給、自給）

6 量産打ち切り年月日

7 備考欄

8 予備項目1、2、3

型取引情報
1 発注企業コード*

2 発注企業名

3 受注企業コード

4 受注企業名

5 型所有者

6 契約書

7 予備項目1、2、3

実績情報
1 納品年月

2 納品数量

3 在庫数量

4 備考欄

型情報
1 型番号

2 工程

3 製作日

4 状態（通常、メンテ、返却、廃棄）

5 独自管理番号

6 保管企業コード

7 保管企業名

8 備考欄

9 タテ

10 ヨコ

11 高さ

12 重量

13 型面積

14 写真

15 予備項目1、2、3

保管場所情報
1 保管場所名称

2 保管場所アドレス

3 棚卸確認日

4 棚卸確認者

5 予備項目1、2

メンテナンス情報
1 メンテナンス日

2 メンテナンス分類（錆取り、磨き、油さし、表面処理、
メッキ処理）

3 作業工数（日）

4 メンテナンス備考欄

型の【廃棄】【返却】【保管費処理】に必要な情報をコンパクトに整理

保管費用情報
1 保管設備費

2 保管費

3 保管費確認日

4 備考欄
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型管理ポータル メニュー

スマホイメージ
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型情報登録：部品情報、型取引情報
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型情報登録：企業登録
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型情報登録：型情報
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型情報登録：実績情報
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型情報登録：型情報（サイズ、写真）
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写真



型情報登録：保管場所情報、保管費用情報
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型情報登録：メンテナンス情報
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型情報登録：既存型の紐付け

クリック

クリック
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部品情報検索
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型情報検索
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検索結果出力
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型管理モデル（型管理の適正化を実現する条件）
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項目 型管理の適正化を実現する条件

型の廃棄*
・当該部品の供給がストップし、また流用される全ての部品供給がストップしている
・製品メーカーが部品供給のストップを承認している

型の返却
・型を廃棄する条件に当てはまらない（条件に当てはまる場合は廃棄）
・部品の成形に必要な型が正しく揃っている（正しく揃っていることを裏付けられる）
・型を引き取るための場所が確保されている

型の保管費
・当該部品は量産が打切られている
・型の保管費を算定した面積が妥当である
・型の保管費を算定した単価が妥当である

＊製品メーカーの承認を受けず、、自主廃棄ルールを設けて廃棄する（受注者からの廃棄を承認する）企業も実在する



型管理モデル（型管理の適正化に必要な情報モデル）
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情報 型の廃棄 型の返却 型の保管費 個社の管理

部品情報

発注（受注）部品番号 〇 〇 〇 〇

発注（受注）部品名 〇 〇 〇 〇

現在在庫 〇 〇 〇

材料（支給、自給） 〇

量産打切り日 △ △ △ 〇

過去3年間の納品 △ △ 〇

最終納品年月・数量 △ △ 〇

型情報

設備注文番号 〇

型製作年月日 〇

型番号 △ 〇

型の工程（検具、治具あれば記載） 〇 〇 〇 〇

保管する型数 〇 〇 〇 〇

型保管の場所（棚） 〇

型のサイズ（縦×横×高さ、重量） 〇 〇 〇

型（パレット）面積 〇 〇 〇

保管（専有）面積 △ △

保管費算定単価 〇 〇

型保管の経費 〇

型の保管確認日 〇 〇



型管理ポータルの試行
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ここからは、実際に型管理ポータルを試行された

• 株式会社ホリコー様

• 株式会社増田製作所様

での実例をベースに、試行結果をお話いただきます。
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